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Effect of structural differences in collagen sponge scaffolds on 
学位論文題名 Iti'acheal epithelium regeneration 
コラーグンスポンジスキャフォールドの構造的差異が気管よ皮再生に及ぼす影響
背景:我々はプタ由来ロヲーゲンユポンジとポロプロピレンの複合材料から成る組織再生誘導型人工気管を朗発
L、気管の再建材料とLて既に臨床応凋を行っている.ロラーゲンで構成された旦キャアオールドは生体適合性が
高〈、再生医療分野において広〈用いられているが、気管再建に最適なロラーゲンRポ~Vの構造lζ関する報告は
未だな~\.
目的:様々な議皮のコラーゲン溶液を用いることで、異なる構造を宥する=ラーゲンZポンジを銅製し、気管上皮
再生に及lます影響について評価する.
方法:プタ由来のIおよびIII型=ラーゲンから、様々な渡皮の=ラーゲン溶液を調製する.凍結乾燥により=ラ
ーゲン溶液からスポンジを作製し、その構造を走査型電子顕微鏡 (S~M) 下で観察する.さらに、それらの=ラー
ゲンスポンジとポリプロピレン複合材料からウサギ用人工気管を作成し、ウサギ気管をSX1曲四で閥窓した後、欠
損部に人工気管の移植を行う.移植後 14目、 28日に、気管内視鏡による観察を行い、観察後に気管を摘出し組織
学的手倍、 SEMによる観療を行い、気管上皮再生を評価する.
結果:SEMにより札5%、1.0覧濃度の=ラーゲン溶液から作製した久ポンジでは、コラ]ゲン静肢の 3次元的交絡
を骨格在した多孔締造が観察された。しかし、1.5%濃度のコラ}ゲン溶液から作製したZポンジでは、=ラーゲ
ン薄膜亦並列に隙澗な〈重なり合い、官官腐とした構造であり多孔綿造は観察されなかった.移植後 14日間では多
孔構造群である0.5臥1.0%漫度のコラ}ゲンスポンジにて作成した人工気管では上皮化が認められ、1.0%治度の
ロラーゲンスポンジの人工気管では線毛の形成も観察された.一方、非多孔構造鮮の1.5匹漉皮のコヲーゲン旦ポン
ジの人工気管では上皮化は不完全であり、比較的広範囲に肉芽が残存していた.移植後 28目目では全群において
気管内陸の上皮による被覆が達成されていたが、線毛細胞の割合など上皮の成熟度に闘しては非多孔構造瀞より多
孔構造燐の方が促進されていた.
考察:多孔構造を有するRキヤフォーノレドは皮膚や軟滑などの組織再生誘導に高い効果を示すことが報告されてい
る.本実験結果舎内ら、気管上皮再生にも多孔構造が好ましいことが示唆された園多孔構造が間業系細胞の侵入を促
進することが報告されており、また我々のグループは気管上皮再生には開業系細胞が重要な役割を果たすことを報
告している.以上から多孔措法群と非多孔構造群の聞で開業系細胞の見キヤ7*-ルドへの侵入に差が生じ、その
結果上皮再生が、多孔J博司宜軍事で促進されたと考えられた.また、多乳講造でも上皮再生に差が生じるが、微細構造
の差が開業系細胞D侵入が来しやすいことが誘因であると考えられた.
まとめ:本実験により気管上皮再生に適切なコラーゲンスポンジ只キャホールド浪農の検躍が行われた.
※日本語で記載すること。 1200字以内にまとめること。

